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『
第
５
回
（
仮
称
）「
漱
石
山
房
」
記
念
館
整
備
検
討
会
』

の
報
告

　

12
月
16
日（
土
）午
前
、榎
町
地
域
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

第
５
回
検
討
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
特
別
委
員
を
除
く

26
名
の
検
討
委
員
の
う
ち
、24
名
の
参
加
に
よ
り
、（
仮
称
）

「
漱
石
山
房
」
記
念
館
に
お
い
て
展
開
す
る
事
業
活
動
に

つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

事
業
活
動
に
対
す
る
主
な
意
見

整
備
予
定
地
の
概
要

　

漱
石
公
園
の
存
続
を
前
提
と
し
、
植
栽
・
外
構
等
は
一

体
的
に
整
備
す
る
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
関
連
法
規
や
建
築
基

準
法
等
を
遵
守
す
る
。

グ
ル
ー
プ
討
議
の
進
め
方

　

討
議
に
あ
た
っ
て
は
、
４
つ
の
テ
ー
ブ
ル
を
設
け
、
各

テ
ー
ブ
ル
に
、左
記
の
４
つ
の
テ
ー
マ
を
振
り
当
て
ま
し
た
。

　

検
討
委
員
は
、
４
つ
の
テ
ー
ブ
ル
を
15
分
毎
に
移
動
す

る
こ
と
で
、
す
べ
て
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
ま

し
た
。
各
テ
ー
ブ
ル
で
は
意
見
を
書
き
出
し
、
最
終
的
に

テ
ー
マ
毎
に
１
枚
の
模
造
紙
に
集
約
し
、
討
議
終
了
後
、

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
の
の
ち
、
学
識
経
験
者
よ
り
講
評
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

①
展
示

②
教
育
普
及
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス

③
資
料
収
集
、
調
査
研
究
、
情
報
提
供
・
図
書
閲
覧

④
地
域
と
の
連
携

委
員
の
感
想
・
意
見

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
新
宿
区
文
化
観
光
課
文
化
資
源
係
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第5号

①
展
示

•「
漱
石
山
房
」
復
元
展
示

で
き
る
だ
け
正
確
に
、
精
密
に
復
元
し
た
い
。
庭
の
植
栽

も
再
現
す
る
。
書
斎
の
見
学
方
法
に
つ
い
て
は
、
時
間
を

区
切
る
な
ど
に
よ
り
、
漱
石
が
座
っ
て
い
た
場
所
に
座
っ

て
漱
石
の
気
持
ち
に
な
っ
て
み
る
体
験
も
で
き
る
と
よ
い
。

•
ま
ち
歩
き

④
地
域
と
の
連
携

漱
石
が
歩
い
た
散
歩
道
等
ま
ち
歩
き
の
コ
ー
ス
を
設
定
し
、

地
図
や
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
を
充
実
す
る
ほ
か
、

周
辺
エ
リ
ア
の
整
備
を
行
う
。

•
活
動
支
援

町
会
等
地
域
団
体
と
の
交
流
、
地
元
の
商
店
や
飲
食
店
、

企
業
等
と
の
連
携
事
業
、
学
校
・
大
学
、
周
辺
施
設
と
の

連
携
体
制
の
構
築
等
を
行
う
。

②
教
育
普
及
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス

•
利
用
者
像

漱
石
フ
ァ
ン
、
文
学
フ
ァ
ン
、
子
ど
も
た
ち
、
高
齢
者
、

主
婦
等
、
幅
広
い
利
用
者
を
想
定
。

③
資
料
収
集
、
調
査
研
究
、
情
報
提
供
・
図
書
閲
覧

•
資
料
収
集

実
物
資
料
に
加
え
、
漱
石
の
初
版
本
等
を
中
心
に
、
翻
訳

さ
れ
た
漱
石
の
著
作
等
も
視
野
に
入
れ
、
で
き
る
限
り
収

集
を
行
う
。

•
調
査
研
究

漱
石
文
学
に
よ
る
社
会
や
後
の
作
家
へ
の
影
響
、
漱
石
の

世
界
観
、
世
界
に
お
け
る
位
置
づ
け
、
妻
や
家
族
等
を
テ
ー

マ
に
、
専
門
学
芸
員
に
よ
り
推
進
す
る
。

•
情
報
提
供
・
図
書
閲
覧

漱
石
の
全
著
作
が
閲
覧
で
き
、
ま
た
、
漱
石
に
関
す
る
資
料

や
諸
情
報
を
得
ら
れ
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
機
能
を
整
備
す
る
。

他
の
文
学
館
と
連
携
す
る
ほ
か
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
推
進
す
る
。

•
教
育
普
及
事
業

講
座
、
映
画
上
映
会
、
演
劇
公
演
、
落
語
実
演
、
朗
読
会
、

読
み
聞
か
せ
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
、
小
中
学
校
、
大
学
等
と

の
連
携
に
よ
り
開
催
す
る
。

•
利
用
者
サ
ー
ビ
ス

カ
フ
ェ
を
設
置
し
、
名
物
菓
子
を
提
供
し
た
り
オ
リ
ジ
ナ

ル
グ
ッ
ズ
を
販
売
す
る
ほ
か
、
猫
や
文
鳥
、
愛
犬
ヘ
ク
ト
ー

を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
開
発
等
、
柔
軟
な
発

想
で
活
動
を
展
開
す
る
。

•
常
設
展
示

漱
石
の
人
物
・
生
涯
・
作
品
紹
介
、
書
簡
な
ど
の
一
次
資
料
、

木
曜
会
、
作
品
の
名
シ
ー
ン
の
再
現
、
研
究
成
果
の
報
告

等
を
テ
ー
マ
に
展
示
す
る
。

•
企
画
展
示

映
画
化
さ
れ
た
作
品
の
上
映
も
含
め
、
多
彩
な
テ
ー
マ
で
、

年
３
〜
４
回
開
催
し
た
い
。

・
漱
石
の
学
術
的
な
資
料
を
蓄
積
・
保
存
す
る
こ
と
と
、
記
念
館

を
広
く
発
信
・
活
用
し
て
い
く
こ
と
に
は
、
相
対
す
る
要
素
も

あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
追
及
す
る
必
要
が
あ
る
。
建
築
の
訴
え

る
力
は
大
き
い
の
で
、
注
目
さ
れ
る
も
の
に
で
き
た
ら
よ
い
。

・
近
代
化
の
中
で
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
ど
う
見
つ
け
る

か
悩
み
、
時
代
と
格
闘
し
た
ア
ジ
ア
で
最
初
の
知
識
人
が
漱

石
だ
と
も
言
わ
れ
る
。
ま
た
、
そ
こ
が
漱
石
作
品
の
今
読
ん

で
も
面
白
い
部
分
。「
世
界
の
中
の
漱
石
」「
ア
ジ
ア
の
中
の

漱
石
」
を
展
示
等
の
目
玉
に
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

・「
漱
石
山
房
」
は
ガ
ラ
ス
戸
を
閉
じ
て
い
る
時
期
と
開
け
放
し

て
い
る
時
期
と
２
つ
の
姿
が
あ
る
。
開
閉
に
合
わ
せ
て
季
節

毎
に
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
も
で
き
る
。
今
後
、
漱
石
の
作

品
や
言
葉
と
記
念
館
で
の
事
業
展
開
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
工

夫
が
必
要
。

・
漱
石
は
ベ
ー
ス
に
あ
る
が
、
地
域
の
方
々
の
た
め
の
施
設
と

し
て
、
訪
れ
る
だ
け
で
幸
せ
に
な
っ
た
り
、
感
動
し
た
り
で

き
る
よ
う
な
記
念
館
に
な
る
と
よ
い
。

・
作
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
そ
こ
を
ス
タ
ー
ト
に
ど
う
育
て

て
い
く
か
と
い
う
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
大
事
。
地
域
密
着
型
で

の
日
常
が
な
い
と
成
り
立
た
な
い
だ
ろ
う
。
大
学
と
の
博
学

連
携
を
運
営
の
ベ
ー
ス
に
取
り
込
む
ほ
か
、
住
民
や
漱
石
の

コ
ア
的
な
フ
ァ
ン
な
ど
様
々
な
人
の
役
割
を
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
位
置
付
け
た
運
営
組
織
を
作
る
。
今
日
の
意
見
を
ス
タ
ー

ト
時
に
全
部
整
備
す
る
の
は
難
し
い
が
、
中
長
期
の
展
望
の

中
で
目
標
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
に
で
き
れ
ば
良
い
。


